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生徒一人ひとりが社会の
中で自分らしく生きてい
ける存在へと成長できる
よう、来年度も自己肯定
感を高める取組を継続す
る。特に現１学年におい
ては、学校や地域で活躍
できる場面を意図的に設
定し、成功体験の積み重
ねを通して自信の向上を
図りたい。あわせて、アン
ケートの質問内容や問い
方については改善を進め
ていく必要がある。

ｊ評価　A～Ｄ　４段階評価 

探究の過程の中でも特
に整理・分析の場面に重
点を置く。今年度の校内
研修で思考ツールを用い
た授業を参観した結果、
情報を意図的に整理・分
析させる指導が教員・生
徒ともに弱いことが明ら
かとなった。総合的な学
習の時間と各教科との関
係を維持しつつ、比較や
関係付けを通して考えを
深める学習を位置付け
る。また、課題設定や振
り返りを授業に組み込む
実践を継続し、今年度ま
での取組の蓄積を基盤
に、学校全体で探究的な
学びの質を高めていく。

Ａ：１００≦（目標達成）
Ｂ：８０≦（ほぼ達成）<１００

Ｃ：６０≦（もう少し）<８０
Ｄ：（できていない）<６０

B

①２・３年生についてはおよそ７割の生
徒が肯定的に回答した一方、１年生は
52.9％と低い傾向が見られた。２・３年
生は学校で活躍する機会が多いこと
が、自信の向上につながっているもの
と考えられる。

②年度当初からきまりについて考える
機会を設けてきた結果、概ね目標を達
成することができた。

③道徳の授業を担任だけでなく複数の
教員で実施し、相互に授業研究を行う
など授業改善に取り組んだ結果、道徳
的諸価値について生徒がより深く考え
ることのできる授業を展開することがで
きている。
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・「大切にしたいと思ってい
る」のが84％だったという
ことは大切にしなくてもよ
いと考えている生徒がい
るということである。この生
徒が非社会的行動にいか
ないでほしいと思う。この
質問については「自分が
成長していると思っている
か」や「今の自分が好き
か」のほうがよいと思う。
・アンケートで、個々の生
徒の意見の変容がわかる
ようにしたら、生徒の成長
や変化が分かると思う。

①
78.2%

②
97.2%

③
106.1%
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【徳】
豊かな心の育成
◆自己肯定感
◆他者への思いや
り
◆自己指導能力

○生徒の自己肯定感を
高める。

①教師から生徒へ自信をつ
けさせるようなフィードバック
を行う。また、生徒同士で、
他学年同士で相互評価を
行う。

②生徒指導規程を見直す
機会を設け、ルールの意義
について考えさせ、必要な
ルールを決めさせていく。
（自己決定）

③道徳の授業で生徒が自
分の生き方について考えを
深め、思いを表現できるよう
な場面を設定した授業を展
開する。

【生徒アンケート項
目】
①あなたは、自分に
自信をもっています
か。【68％】

②学校の決まりや
ルールについて、「な
ぜあるのか」「どんな
意味があるのか」を
考えたことはありま
すか。【77％】

③道徳の授業では、
自分の生き方につい
て、考えを深めること
ができていますか。
【82％】

①
80％

②
85％

③
85％

・これまでは先生に教えて
もらうことが授業の主流
だったが、今は生徒同士
の教え合いができている
のが学力が上がった一因
ではないかと思う。授業参
観をしたらディスカッション
している場面をよく見るよ
うになった。
・総合的な学習の時間を
核に、各教科の授業で先
生方が共通認識を持って
意図的、継続的に取り組
まれており、それが生徒
の学力の定着や自己表現
の伸長に繋がっている。
・これからも生徒がたくさ
んチャレンジして、失敗し
たり試行錯誤したりして、
ブラッシュアップしていく楽
しさを味わわせていって欲
しい。

・課題設定と振り返りの時
間を確保し、生徒が探究
の見通しと自己評価を行
えるようにする。校内授業
研究を年2回実施し、参
観・協議を通して「探究の
過程の可視化」「生徒の
思考の見取り」の視点を
共有する。また、総合的な
学習の時間のカリキュラ
ムを見直し、探究の過程
を明確に位置付けるとと
もに、教員が探究の理念
や指導法を深める研修・
協議を計画的に行い、認
識の統一と指導力の向上
を図る。

・帯タイムによる学習を継
続して行う。

0 0

①
106.8%

②
94.1%

③
98.8%

④
97.1%

B

　短期経営目標である「探究することに喜
びを感じ、自ら課題を見出し、考え、表現す
る生徒の育成」について、2月時点の生徒
の学習の姿や学校の取組を踏まえると、目
標達成に向けて良い方向に進んでいると
捉えている。
　総合的な学習の時間を中核とし、各教科
においても探究の過程を意識した学習を継
続したことで、生徒が課題設定や振り返り
の場面で自分の考えを言語化しようとする
姿や、学習を通して　次の問いを見出そうと
する姿が見られるようになってきた。また、
発表や記述の場面においても、自らの考え
を根拠とともに説明しようとする生徒が増え
ている。
　生徒アンケートの結果からは、全体として
一定の水準に達しており、短期経営目標に
概ね近づいている状況がうかがえる。加え
て、肯定的・否定的な評価が固定化せずに
変動していることから、生徒が探究の過程
をより厳密に捉え、自らの学びを内省的に
振り返るようになってきた様子が読み取れ
る。
　一方、生徒が探究の視点を獲得する中
で、探究的な学びとして実感できる授業と
そうでない授業の差を意識する場面も見ら
れた。これは、生徒の学習観が深化した結
果として、教員の探究に対する意識や授業
への反映の違いが顕在化してきたことを示
しており、学校全体として探究的な学びを
共通理解として実現していくことが課題とし
て明らかになった。

①委員会の活動と絡めて
自己肯定感が高まるよう
な取り組みを行う。

②髪型について学校運営
協議会の方々へ説明する
場を設け、自分たちで新
しいルールを決めていく
過程を体得させていく。

③継続して様々な教員が
道徳の授業を行うなどの
取り組みをしていき、授業
改善を図る。

○探究することに喜びを
感じ、自ら課題を見出し、
考え、表現する生徒

① 総合的な学習の時間に
おいて、課題設定・情報収
集・整理分析・まとめ・表現・
振り返りといった探究の過
程を重視し、探究的な学び
の基盤を育成する。

② 校内研修を通じて、各教
科で主体的・対話的で深い
学びを実現する授業改善を
推進する。

③ 全国学力・学習状況調
査や各種学力調査等の結
果を分析し、実態に応じた
指導の工夫・改善に生か
す。

【生徒アンケート項目】
① 単元の目標に対し
て、目的意識や課題意
識を持って学習に取り
組んでいますか。
【82％】

② 課題の解決に向け
て、必要性を考えて情
報を集めていますか。
【82％】

③ 集めた情報を分類・
関連付けしながら、諦
めずに多様な方法で解
決に取り組んでいます
か。【80％】

④ 学習の進め方を振り
返り、次の学習に生か
そうとしていますか。
【78％】

自
己
認
識

、
自
分
の
進
路
選
択

、
表
現
が
で
き
る

【知】
自己表現できる生
徒の育成
～学力の定着と自ら
を語れる生徒～
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①
85％

②
85％

③
85％

④
85％

①
85.1%

②
77.1%

③
80.8%

④
80.8%

①
90.8%

②
80.0%

③
84.0%

④
82.6%

0

ｋ結果と課題の説明
（短期経営目標についての評価結果）

ｌ 自己評価に関する評価

（関係者評価者の合計人
数）

0

①
62.4%

②
80.6%

③
85.4%

①
62.6%

②
82.7%

③
90.2%

１0月 ２月

ｃ
中期経営目標

　（３年後を見据え
て）

ｄ
短期経営目標

（今年度）

e
目標達成のための方策

ｆ
評価項目・指標

（括弧内は令和7年4
月の数値）

i＝h/g
達成度ｇ
目標値

ｊ評価
A～Ｄ
４段
階評
価

令和７年度　学校評価表（　計画　・　中間　・　最終　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　４月末　・　１１月　・　２月　】

a
学校教育目標

「前向き　（Ｂｅ　ｐｏｓｉｔｉｖｅ．）」
ｂ

経営理念
ミッション・ビジョン

心豊かで確かな学力を備えた教育の推進
　　地域に開かれ、地域の期待に応え、地域から信頼される学校の創造
　　地域を愛し、地域から愛され、地域に生きる子どもの育成

評価計画（４月末提出） 自己評価 学校関係者評価 n改善方策

※あなたは、自分のことを

大切にしたいと思っていま

すか。⇒84.0％


